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(54) Title: DUST COVER FOR BALL JOINT

(54) 発 明の名 称 ：ポー ル ジ ョイ ン ト用 ダス トカバ -

(57) Abstract: The purpose oi the present invention i s to
[01] provide a dust cover for a ball joint, the dust cover being

configured so that, even under a low-temperature environ
ment, the occurrence of the so-called the opening phenomen
on of a small-diameter opening, which means that the contact
between the small-diameter opening and a shaft i s lost, i s
prevented and, in addition, the sealing performance of the
small-diameter opening and the durability performance of a
diaphragm section are satisfactory. A dust cover for a ball
joint i s configured in such a manner that a ball head formed
at one end of a ball stud i s held within a socket, a shaft at the
other end of the ball stud i s fastened and affixed t o a knuckle,
a one-end large-diameter opening i s held on the outer peri
pheral surface of the socket, the other-end small-diameter
opening in which a reinforcement ring i s embedded i s held
on the shaft, and the dust cover for a ball joint comprises: a
lip section consisting of a rubber-like elastic material, the lip
section being formed integrally with the inner peripheral sur
face of the reinforcement ring and being hermetically in con
tact with the outer peripheral surface of the shaft so as to be
capable of sliding relative thereto; and a diaphragm section
consisting of a rubber-like elastic body, the diaphragm sec
tion connecting the one-end large-diameter opening and the
other-end small-diameter opening. The diaphragm section
and the lip section are formed from the different rubber-like
elastic materials.

(57) 要 約 ：
[続葉有]



低温雰 囲気下 において も、小径 開 口部 と軸 との接触 が外れ る、 いわ ゆ る小径 開 口部 の 口開 き現 象の発
生 を抑 える と共 に、小径 開 口部 の シール性能 も膜部の耐久性能 も共 に良好 なポール ジ ョイ ン ト用 ダス ト
カバ一 を提供す る ことを 目的 とす る。 この ため、ポ一ルス タ ツ ドの一端 に形成 され た球頭部が ソケ ッ
ト内に保持 され 、前記 ポールス タ ツ ドの他 端の軸 はナ ックル に締 め付 け固定 され 、一端大径 開 口部が前
記 ソケ ッ 卜の外周面 に保持 され 、補強環 が埋設 され た他端小径 開 口部 が前記軸 に保持 され 、前記補強環
の 内周 面 に一体 成形 され 、前記軸外周面 と相対摺 動可能 に密封接触 してい るゴム状弾性材 製の リップ部
と、前記一端大径 開 口部 と前記他 端小径 開 口部 を連結 して いる ゴム状弾性材製の膜部 とよ り成 るポール
ジ ョイ ン ト用 ダス トカバ一 において、前記膜部 と前記 リップ部 が異 な るゴム状弾性材 によ り成形 され る
構成 と した。



明 細 書

発 明の名称 ：ポール ジ ョイ ン ト用 ダス トカバ 一

技術分野

[0001 ] 本発 明 は、 ボ ール ジ ョイ ン ト用 ダス トカバ 一 に関 す る。

また、 本発 明 は、 自動 車懸 架装 置、操舵装 置等 に使 用 され るボ ール ジ ョイ

ン 卜用 ダス 卜カバ 一 に関 す る。

背景技術

[0002] 従 来、 ボ ール ジ ョイ ン 卜継 ぎ手部 の防塵、 防水 を 目的 と して ダス 卜カバ 一

が装着 されて い るボ ール ジ ョイ ン 卜と して は図 5 に記載 のボ ール ジ ョイ ン 卜

用 ダス 卜カバ 一が知 られて い る。 （特 許 文献 1 )

[0003] この種 ボ ール ジ ョイ ン 卜用 ダス 卜カバ 一の シール構 造 は、 ボ 一ル ス タ ッ ド

1 0 0 の一端 に形成 された球 頭部 2 0 0 が ソケ ッ 卜3 0 0 内 に保持 されて い

る。

そ して、 ボ 一ル ス タ ッ ド 1 0 0 の他 端 の軸 4 0 0 は、 ナ ックル 5 0 0 に締

め付 け固定 されて い る。

—方、 弾性 材製 ダス 卜カバ 一 6 0 0 の断面 略 コ字形状 の一端 大径 開 口部 8

0 0 が、 ソケ ッ ト3 0 0 の外周面 に形成 された環状 の溝部 3 1 0 内 に、 円環

状押 さえ リング 7 0 0 によ り固定保持 され、 断面 L 字形状 の金属補 強環 が埋

設 された他 端 小径 開 口部 1 5 0 が軸 4 0 0 に保持 された構成 とな って い る。

そ して、 この金属補 強環 と軸 4 0 0 との間 に存在 す る ゴムが適度 に圧縮 され

、 その ゴムの反発 力 （緊迫 力） と追 随性 によ り、 ボ 一ル ス タ ッ ド 1 0 0 の揺

動 運動 に対 して シール性 を発揮 す る形 を取 って い る。

[0004] しか し、 この種従 来 の弾性 材製 ダス トカバ 一 6 0 0 は、 図 5 に示 す様 にボ

—ル ス タ ッ ド 1 0 0 が傾 斜 した状 態 で揺動 す る と、 弾性 材製 ダス 卜カバ 一 6

0 0 の膜部 が伸 び る側 （図上右側 ） において、 小径 開 口部 1 5 0 を引 き伸 ば

す力 が作 用 す る為、 小径 開 口部 1 5 0 の リップ部 とナ ックル 5 0 0 との接触

が外 れ る、 いわ ゆ る小径 開 口部 1 5 0 の 口開 き現 象 が発 生 す る。



この結果、小径開口部 1 5 0 におけるシール性能が低下 し、外部か ら土砂

や塵芥がダス 卜カバ一 6 0 0 内に浸入する問題を惹起 した。

[0005] 特 に、低温雰囲気下では弾性材製ダス 卜カバ一 6 0 0 を構成するゴムが伸

縮性を失い、ボール ジ ョイン 卜の揺動運動に対する膜部の追随性が低下する

結果、シール リップ部が軸 4 0 0 か ら離れる口開き現象が顕著 に発生する事

が判 つた。

[0006] また、 この様な口開き現象が発生すると、外部か ら土砂や塵芥がダス ト力

バ一 6 0 0 内に浸入するだけでな く、ダス 卜カバ一 6 0 0 内に封入されたグ

リ一スが漏れ出る危険性を招来 した。

[0007] 特 に、一種類の材料で、ダス トカバ一 6 0 0 の膜部に要求される耐オゾン

性、耐グ リース性、耐水性等の性能 と、小径開口部 1 5 0 のシール リップ部

に要求されるシール性能 との両立を図る事は困難であった。

先行技術文献

特許文献

[0008] 特許文献 1 ：特開昭 6 2 - 1 3 7 4 0 8 号公報

発明の開示

発明が解決 しょうとする課題

[0009] 本発明は、 このような課題に鑑みてなされたものであ り、低温雰囲気下に

おいても、小径開口部 と軸 との接触が外れる、いわゆる小径開口部の口開き

現象の発生を抑えると共に、小径開口部のシール性能も膜部の耐久性能も共

に良好なボールジ ョイン 卜用ダス 卜カバ一を提供することを目的とする。

課題を解決するための手段

[001 0] 本発明のボールジ ョイン 卜用ダス 卜カバ一は、ボ一ルスタッ ドの一端に形

成された球頭部がソケッ 卜内に保持され、前記ボ一ルスタツ ドの他端の軸は

ナックルに締め付け固定され、一端大径開口部が前記ソケッ 卜の外周面に保

持され、補強環が埋設された他端小径開口部が前記軸に保持され、前記補強

環の内周面に一体成形され、前記軸外周面 と相対摺動可能に密封接触 してい



るゴム状弾性材製の リップ部 と、前記一端大径開口部 と前記他端小径開口部

を連結 しているゴム状弾性材製の膜部 とより成るボールジョイン 卜用ダス 卜

カバ一において、前記膜部 と前記 リップ部が異なるゴム状弾性材により成形

されていることを特徴 とする。

発明の効果

[001 1] 本発明は、以下に記載されるような効果を奏する。

請求項 1 記載の発明のボールジョイン 卜用ダス 卜カバ一によれば、膜部 と

リップ部が異なるゴム状弾性材により成形されている為、低温雰囲気下にお

いても、小径開口部 と軸 との接触が外れる、いわゆる小径開口部の口開き現

象の発生を抑えると共に、小径開口部のシール性能も膜部の耐久性能も良好

である。

[001 2 ] 更に、請求項 2 記載の発明のボールジョイン ト用ダス トカバ一によれば、

膜部 とリップ部が補強環により分離された状態で一体成形されている為、成

形が効率的に行える。

更に、請求項 3 記載の発明のボールジョイン 卜用ダス 卜カバ一によれば、

補強環が分割され、膜部 と一体成形された外周側補強環に、その内周面にリ

ップ部を一体成形 した内周側補強環を嵌合 した構成 としている為、使用用途

に応 じ、膜部 とリップ部の各種組み合わせが容易に行える。

図面の簡単な説明

[001 3 ] [ 図 1] 本発明に係る第 1 の態様のボールジョイン 卜用ダス 卜カバ一を装着 した

状態の縦断面図。

[ 図2] 図 1 に示 したボールジョイン 卜用ダス 卜カバ一の装着前の縦断面図。

[ 図3] 本発明に係る第 2 の態様のボールジョイン 卜用ダス 卜カバ一の装着前で

、かつ組立前の縦断面図。

[ 図4 ] 図 3 に示 したボールジョイン 卜用ダス 卜カバ一を組み立てた状態の縦断

面図。

[ 図5]従来技術に係るボールジョイン 卜用ダス 卜カバ一の縦断面図。

発明を実施するための形態



[0014] 以下、本発 明を実施 するための各態様 について説明する。

図 1 及び図 2 に示 される様 に、本発 明に係 る第 1 の態様 のボール ジ ョイン

卜用ダス 卜カバ一は、ボ一ルスタ ツ ド1 の一端 に形成 された球頭部 2 が ソケ

ッ 卜3 内に保持 され、 このボ一ルスタ ツ ド1 の他端 の軸 4 はナ ックル 5 に締

め付 け固定 され、一端大径 開 口部 8 が ソケ ッ ト3 の外周面 に保持 され、補強

環 7 1 が埋設 された他端小径 開 口部 7 が軸 4 に保持 され、 この補強環 7 1 の

内周面 に一体成形 され、軸 4 外周面 と相対摺動可能 に密封接触 しているゴム

状弾性材製 の リップ部 7 2 と、一端大径 開 口部 8 と他端小径 開 口部 7 を連結

しているゴム状弾性材製 の膜部 9 とよ り成 る基本構成 を備 えている。

[001 5] そ して、 この膜部 9 と リップ部 7 2 が異 なるゴム状弾性材 によ り成形 され

ている特徴 を有 している。

膜部 9 に使用 されるゴム状弾性材 と しては、耐 グ リ一ス性、耐ォ ゾン性 に

優 れるクロ口プ レン等の ゴ厶材や、機械 的強度 の強 いポ リエステル系エラス

トマ一、熱可塑性ポ リウ レタン等の熱可塑性 エラス トマ一等が適宜選択 して

用い られる。

また、 リップ部 7 に使用 されるゴム状弾性材 と しては、低温特性 の良好

なシ リコ一 ンゴ厶や、耐熱性 が良好な フッ素 ゴム等が適宜選択 して用い られ

る。

[001 6] この様 に、膜部 9 と リップ部 7 2 が異 なるゴム状弾性材 によ り成形 されて

いる為、低温雰囲気下 において も、小径 開 口部 7 と軸 4 との接触 が外れる、

いわゆる小径 開 口部 7 の 口開 き現象の発生 を抑 えると共 に、小径 開 口部 7 の

シール性能 も膜部 9 の耐久性能 も共 に良好である。

これ らの異 なる 2 種類 ゴム状弾性材 は、膜部 9 と リップ部 7 2 が補強環 7

によ り分離 された状態で存在する為、 同時 に一体成形 する事 が出来 る。

この為、成形 が効率 的に行 える。

[001 7] ついで、本発 明を実施 するための第 2 の態様 のボール ジ ョイン ト用ダス ト

カバ一について説明する。

図 3 及び図 4 に示 される様 に、上述 した第 1 の態様 のボール ジ ョイン ト用



ダス トカバ一 と相違する点は、補強環 7 1 が 2 分割 され、膜部 9 と一体成形

された外周側補強環 7 1 1 に、 その内周面 に リップ部 7 2 を一体成形 した内

周側補強環 7 1 2 を嵌合一体化 した点である。

図 3 に示す様 に、 まず、断面 L 字形状の内周側補強環 7 1 2 の内周面 に、

低温特性の良好なシ リコ一ンゴ厶や、耐熱性が良好なフッ素 ゴム等 によ り_

体成形 された リップ部 7 2 と、断面 L 字形状の外周側補強環 7 1 1 の外周面

及び端面 に、 クロ口プ レン等のゴ厶材や、機械 的強度の強いポ リエステル系

エラス トマ一、熱可塑性ポ リウ レタン等の熱可塑性エラス トマ一等 によ り一

体成形 された膜部 9 を各 々別 々に製作 した後、図 4 に示す様 に、 内周側補強

環 7 1 2 と外周側補強環 7 1 1 を嵌合一体化 してダス 卜カバ一 6 とするもの

である。

[001 8] この嵌合一体化の際、 内周側補強環 7 1 2 と外周側補強環 7 1 1 の接合面

に接着剤 を介在 させ る事 によ り、 内周側補強環 7 1 2 と外周側補強環 7 1 1

がよ り強固に接合 出来 る。

この様な構成 とする事 によ り、使用用途 に応 じ、膜部 9 と リップ部 7 2 の

各種組み合わせが容易に行える。

[001 9] また、補強環 7 1 の材質 と しては、金属材、樹脂材が適宜選択 して用い ら

れる。

また、補強環 7 1 の形状 は、必ず しも図に示す様な矩形形状である必要は

な く、 L 字形状等が適用可能である。

[0020] また、 ダス トカバ一 6 内には、 グ リースが封入されている。

[0021 ] —端大径開口部 8 は、断面略 コ字形状 と し、 ソケ ッ ト3 の外周面 に形成 さ

れた環状の溝部 3 1 0 内に、 円環状押 さえ リング 8 1 によ り固定保持する態

様 と している。

[0022] また、本発明は上述の発明を実施するための最良の形態 に限 らず本発明の

要 旨を逸脱することな くその他種 々の構成 を採 り得 ることはもちろんである

産業上の利用可能性



自動車の懸架装置及び操舵装置等 に使用されるボールジ ョイン 卜に使用で

きる。

符号の説明

1 ボーリレス タ ッ 卜

2 球頭部

3 ソケ ッ 卜

4 軸

5 ナ ックル

6 ダス 卜カバ一

7 他端小径開口部

8 一端大径開口部

9 膜部

7 補強環

7 リップ部

8 1 ワ ッシ ャー

3 1 0 環状 の溝部

7 外周側補強環

7 2 内周側補強環



請求の範囲

[ 請求項 1] ボ一ルスタ ツ ド （1 ) の一端 に形成 された球頭部 （2 ) が ソケ ッ 卜

( 3 ) 内に保持 され、前記ボールスタ ツ ド （1 ) の他端の軸 （4 ) は

ナ ックル （5 ) に締め付 け固定され、一端大径開口部 （8 ) が前記 ソ

ケ ッ 卜 （3 ) の外周面 に保持 され、補強環 （7 1 ) が埋設 された他端

小径開口部 （7 ) が前記軸 （4 ) に保持 され、前記補強環 （7 1 ) の

内周面 に一体成形 され、前記軸 （4 ) 外周面 と相対摺動可能 に密封接

触 しているゴム状弾性材製 の リップ部 （7 2 ) と、前記一端大径開口

部 ( 8 ) と前記他端小径開口部 （7 ) を連結 しているゴム状弾性材製

の膜部 （9 ) とよ り成 るボールジ ョイン ト用ダス トカバ一 （6 ) にお

いて、

前記膜部 （9 ) と前記 リップ部 （7 2 ) が異 なるゴム状弾性材 によ

り成形 されていることを特徴 とするボールジ ョイン 卜用ダス 卜カバ一

[ 請求項 2 ] 前記膜部 （9 ) と前記 リップ部 （7 2 ) が前記補強環 （7 1 ) によ

り分離 された状態で一体成形 されていることを特徴 とする請求項 1 記

載のボールジ ョイン 卜用ダス 卜カバ一。

[ 請求項 3 ] 前記補強環 （7 1 ) が 2 分割 され、前記膜部 （9 ) と一体成形 され

た外周側補強環 （7 1 1 ) に、 その内周面 に前記 リップ部 （7 2 ) を

—体成形 した内周側補強環 （7 1 ) を嵌合 した ことを特徴 とする請

求項 1 記載のボールジ ョイン 卜用ダス 卜カバ一。
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